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1. 研究の背景 

 神奈川県海老名市にある海老名駅西口では、「海

老名駅西口土地区画整理事業」の一環として、2015

年に「ららぽーと海老名」が開業した。しかし、そ

のららぽーと開業などの影響により駅周辺では交通

渋滞が頻繁に発生している。実際に、「令和 3 年度

海老名市政アンケート」1)における「駅周辺をより

良くしていくために必要なものは？」という問いに

対し、「海老名駅西口地区へのアクセス道路の整備」

を選んだ人が半数以上おり、最も多く選ばれていた。 

 こういった開業後の周辺への影響を防ぐため、

「大規模小売店舗立地法（以下、大店立地法）」が

制定されており、開業するにあたっての交通や騒音

等に関する規則や配慮すべきことが「大店立地法に

関する指針」や「大店立地法に関する指針の解説」

に記載されている 2)。それらを踏まえて、開業後の

周辺への影響を事業者側が予測し、都道府県（もし

くは政令指定都市）へ届出を行う。そして、行政側

が許容範囲内であると判断した場合に開業が許可さ

れる。しかし、ららぽーと海老名では実際に店舗周

辺での渋滞が頻繁に生じているため、この事前の予

測や審査に問題があると考えられる。 

 

2. 研究の位置づけ 

(1) 既往研究 

 大店立地法の交通に関する研究として、交通流動

予測を用いた影響予測の運用課題に関する研究 3)や、

予測方向別来台数の算出方法に着目した適切な商圏

の大きさに関する研究 4)、必要駐車台数算出方法に

おける地域独自の実態を反映した基準作成に関する

研究 5)などは行われているが、来店経路の設定や入

庫処理に関する予測と実際の状況の違いに着目した

研究は行われていない。 

(2) 本研究の目的 

 ららぽーと海老名を中心にその他 3 章に示す選定

基準に合致した 10 店舗を調査店舗とし、大店立地

法での来店経路の設定や入庫処理に関する予測と実

際の状況に違いは見られるのか。違いが見られれば

その原因を究明し、解決策を提案することを目的と

する。 

3. その他 10店舗の選定基準 

 対象店舗は、現在の「大規模小売店舗立地法」と

それ以前の「大規模小売店舗法」の定義による神奈

川県内の大型小売店舗のうち、既存の 953 店舗とす

る。その 953 店舗の中から、店舗面積と駐車場台数

が両項目とも上位 5％を満たした 32 店舗に絞り込む

（図-1）。その 32店舗のうち、開業年月が新しい表

-1 に示した 10 店舗（ららぽーと海老名は除く）を

調査店舗とする 6)。ただし、ラゾーナ川崎プラザの

駐車場台数においては、参考資料 6 には 900 台と記

載されているが、現在は約 2000 台であると川崎市

役所より回答を得たので、2000 台を用いた。 

 

4. 現地調査 

 ららぽーと海老名を中心に上記の 10 店舗におい

て、より来客が多いと考えられる土日もしくは祝日

に現地調査を行った。調査項目は、表-1 に示した項

目である。その結果、ららぽーと海老名特有の問題

として予想来店経路と実際の来店経路が違うという

こと、11 店舗中 7 店舗の問題として公道での駐車待

ち渋滞が起きていることがわかった。(表-1)7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 調査店舗選定基準 
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5. 予想来店経路と実際の来店経路について 

(1) 来店経路設定の際に配慮すること（大店立地法） 

「大店立地法に関する指針」に来店経路設定の際

に配慮することが記載されており、経路が複数想定

される場合には、最も混雑の発生が小さくなるよう

な経路を来客が選択できるように設定しなければな

らないとある。さらに、そういった様々なことを配

慮したうえで、案内看板などで情報提供を行うこと

が必要であるとされている。 

(2) ららぽーと海老名の実際の状況 

東方面からの来店車両において、大店立地法届出

書類に記載されている予想来店経路は最短ルートで

はなく、複数回の現地調査で確認できた実際の来店

経路とも大きな違いが見られ、図-2 に示す地点で渋

滞が頻繁に発生していた。ここで案内看板の設置状

況を確認したところ、大店立地法届出書類に「誘導

看板設置位置図(案)」が記載されており、13 か所に

設置予定となっていたが、実際には 1 つも設置され

ていなかった。 

(3) その他 10 店舗の場合 

 予想と実際の来店経路の違いはそれほど見られな

かった。しかし、案内看板の設置状況を確認すると、

届出書類内に設置案が図面で示されていた 5 店舗全

てにおいて、ららぽーと海老名と同じように設置数

や設置場所が一致していなかった。8) 

(4) 解決策 

 神奈川県産業労働局中小企業部商業流通課に問い

合わせたところ、案内看板の設置義務や届出書類へ

の設置案の記載義務はなく、例え届出書類に設置案

を記載していたとしても設置案通りの設置義務はな

いという回答を得た。このように、経路案内方法の

規則が曖昧であることがわかった。そのため、特に

ららぽーと海老名のような来店経路が最短経路で設

定されていない場合などは、予想来店経路通りにな

るのか行政側は厳正に審査するべきである。 

 

6. 公道での駐車待ち渋滞について 

 最初の調査で、公道で長い距離の駐車待ち渋滞が

起きていたららぽーと海老名、テラスモール湘南、

トレッサ横浜の入庫処理能力を調査した。 

(1) 入庫処理能力に関して（大店立地法） 

 「大店立地法に関する指針」には、「年間の平均

的な休祭日」を基準にし、そのときのピーク 1 時間

に予測される来客の自動車台数を上回るような入庫

処理能力でなければならないと示されている。各店

舗の届出書類においても、駐車券発券機の処理能力

からその評価が行われている。また、参考として一

般的な平面自走式駐車場の駐車券発券機は 1 台当た

り 8 秒で入庫処理できるとされている。 

表-1 現地調査での調査項目と調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予想と実際の

来店経路の違い

案内看板の設置案と

設置状況の違い

公道での

駐車待ち渋滞(m)
入庫処理能力 駐車場の容量

5回実施 ららぽーと海老名 不一致 不一致 300~800 詳細後述 △

9/3(土) アリオ橋本 一致 不一致 0

8/7(日) イオンモール座間 一致 不一致 850

9/25(日) ＩＫＥＡ港北 一致 設置案なし 0~100

7/31(日)

1/15(日)
テラスモール湘南 一致 設置案なし 300~1000 詳細後述

9/19(月,祝)

1/22(日)
トレッサ横浜 一致 設置案なし 150~650 詳細後述

10/4(日) ノースポート・モール 一致 不一致 250

8/14(日)
三井アウトレットパーク

横浜ベイサイド
一致 設置案なし 100

7/23(土) ラゾーナ川崎プラザ 一致 不一致 0

7/30(土) ららぽーと横浜 ほぼ一致 設置案なし 0

9/21(日) ららぽーと湘南平塚 ほぼ一致 不一致 0

調査日 施設名

調査項目

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 予想と実際の来店経路の違いと渋滞箇所 
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(2) ららぽーと海老名 

ここでは、5 章 2 節で問題にした東からの来客車

両が利用する入口 1 と入口 3 に注目した。(図-2) 

a) 予測入庫処理能力（大店立地法届出書類） 

 この店舗では、駐車券発券機の処理能力 8 秒/台

を用いることによって、1 時間に 450 台処理可能で

あるとされており、年間の平均的な休祭日のピーク

1 時間における各入口の予測来台数 372 台を処理可

能であるとされている。 

b) 実際の入庫処理能力（現地調査） 

 2022年11月6日(日)・13日(日)に調査を行った。

1 つ目の調査項目として入庫台数を 5 分間カウント

したが、駐車券発券機が設置されている場所の関係

上、入口 1 では駐車券発券機での入庫台数、入口 3

では公道から敷地内への入庫台数をカウントした。 

その結果、連続で来客車両が訪れていた時間帯を

抽出し平均をとると、入口 1 の駐車券発券機の入庫

処理能力は、駐車券を手渡しすることによって予測

通り約 8.0 秒/台で処理できていた(表-2)。しかし、

入口 3 の公道から敷地内への入庫処理能力は、約

11.3秒/台と予測を大きく下回っていた(表-3)。その

原因として、事前の評価が行われていない人通りや

左折時の減速の積み重なりなどの影響が見られた。 

そのため、2 つ目の調査項目として、駐車場入口

における人通りによって車が入庫できない累計時間

（交通整理員が車を通さないようにしている時間）

を入口 1 で 5 分間計測した。結果は平均 47.8 秒と 5

分間のうち約 16％の時間を占めていた。(表-4) 

また、ピーク時間帯になると駐車場の空きが少な

くなり、駐車場内の車がスムーズに進めておらず、

入庫処理能力にも多少影響が出ていた。 

(3) テラスモール湘南 

この店舗では、最初の調査で公道での駐車待ち渋

滞が最も長い距離で起きていた入口③に注目した。

立地場所の関係上、周辺交通への影響はそれほど見

られなかったが、他店舗で同じような渋滞が起きた

場合には周辺交通への影響も考えられるため、調査

を行った。 

a) 予測入庫処理能力（大店立地法届出書類） 

 この店舗でも駐車券発券機の処理能力 8 秒/台を

用いており、1 時間に 450 台処理可能とされていた。

しかし、現在は届出書類内の内容と異なり、駐車券

発券機が 2 機あるため、合計 900 台を 1 時間に処理

可能ということになり、入口③のピーク 1 時間の予

測来台数 145 台を大きく上回っている。 

b) 実際の入庫処理能力（現地調査） 

 2023 年 1 月 15 日(日)10 時台から 15 時台に調査を

行った。この日はほとんどの時間で約 300m の駐車

待ち渋滞があり、ピーク時には約 600m となってい

た。調査項目は①駐車券発券機 1 機での入庫台数、

②公道から敷地内への入庫台数、③人通りによって

車が入庫できない累計時間を各項目 5 分間、1 時間

に 1 回計測した。 

その結果、①駐車券発券機 1 機の入庫処理能力は、

平均約 17.6 秒/台となり、予測より 2 倍以上時間が

かかっていた。しかし、この値は駐車券発券機が 2

機設置されていることによる、駐車券を取った後の

合流の影響も含まれている。また、駐車場内が混雑

しているときもあり、正確な駐車券発券機だけの処

理能力とは言えない値となっている。このように、

この店舗では駐車場内の構造が大きな問題となって

いた。②公道から敷地内への入庫処理能力は、平均

約 8.3 秒/台（連続で入庫車両が訪れていた時）とな

っていた。③人通りによって車が入庫できない累計

時間は、平均約 29.5秒（約 10％の時間）、小雨が降

表-2 入口 1 での入庫処理能力（赤字：連続入庫時) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-3 入口 3 での入庫処理能力（赤字：連続入庫時) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4 人通りによって車が通れない累計時間 

 

 

 

 

 

 

入庫台数(台) 処理能力(秒/台) 入庫台数(台) 処理能力(秒/台)

10:00 42 7.1 37 8.1

10:30 26 11.5

11:00 24 12.5

11:30 25 12

12:00 21 14.3

13:00 25 12.0

14:00 32 9.4 封鎖

15:00 29 10.3 34 8.8

11/6 (日) 11/13 (日)
入口1

入庫台数(台) 処理能力(秒/台)

10:00 23 13.0

10:30 25 12.0

11:00 21 14.3

11:30 25 12.0

12:00 23 13.0

13:00 19 15.8

14:00 26 11.5

14:30 19 15.8

15:00 27 11.1

入口3
11/13 (日)　

11/13(日)

人通り (秒)

11:30 73

12:30 47

13:30 46

14:30 26

15:30 47

入口1
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り始め人通りが大幅に減少した午後の時間帯を除く

と平均約 51.3 秒（17％の時間）となり、ららぽーと

海老名の人通りとほぼ同じであった。 

(4) トレッサ横浜 

この店舗でも、最初の調査で公道での駐車待ち渋

滞が最も長い距離で起きていた南 1 入口に注目した。 

a) 予測入庫処理能力（大店立地法届出書類） 

 この店舗には駐車券発券機はないが 8 秒/台で入

庫できると仮定し、1 時間に 450 台処理可能とされ

ていた。このように、駐車場のどの時点での想定な

のかが曖昧であった。また、この入口におけるピー

ク 1 時間の予測来台数は 538 台と入庫処理能力を上

回っているが、その評価は行われていなかった。 

b) 実際の処理能力（現地調査） 

 2023 年 1 月 22 日(日)10 時台から 15 時台に調査を

行った。この日はほとんどの時間で約 150m 駐車待

ち渋滞があり、ピーク時には約 650m となっていた。

調査項目は①公道から敷地内への入庫台数、②人通

りによって車が入庫できない累計時間を各項目 5 分

間、1 時間に 1 回計測した。 

 その結果、①公道から敷地内への入庫処理能力は、

平均約 8.6 秒/台（連続で入庫車両が訪れていた時）

であり、②人通りによって車が入庫できない累計時

間は、平均約 96.7秒（約 32％の時間）とららぽーと

海老名の約 2 倍であった。特に 12 時台に②153 秒

（51％の時間）を計測したときには、①約 13.6 秒/

台となり、人通りによる入庫処理能力への影響が見

られた時間帯もあった。しかし、全体的な平均で見

ると入庫処理能力はそれほど低くはなかった。その

要因として、駐車券発券機がないなどの影響で駐車

場内では車がスムーズに進めていたことが考えられ

る。 

(5) 解決策 

a) 入庫処理能力を 3 段階で評価する 

3 店舗における現地調査から、現在の駐車券発券

機のみによる入庫処理能力の評価では不十分である

といえる。そのため、入庫処理能力は 3 段階で評価

するべきである。1 つ目は公道から敷地内への処理

能力で、人通りや左折時の減速などを含めた能力で

ある。2 つ目は現在も行われている駐車券発券機の

処理能力、3 つ目は車がスムーズに進める駐車場構

造になっているかである。行政側は、この 3 つ全て

が許容範囲内になるのかを審査する必要がある。 

b) 駐車券発券機の入庫処理能力を慎重に判断する 

ららぽーと海老名が駐車券を手渡しすることによ

って 8 秒/台で処理できていたことから、手渡しを

しなければ 8 秒/台で処理できないことが予測され

る。よって、事業者側は設置しようとしている駐車 

券発券機が、参考として示されている 8 秒/台に当 

てはまるのかを慎重に判断するべきである。 

c) 「年間の平均的な休祭日」の基準を上げる 

 6 章 1 節で述べたように、入庫処理能力は「年間

の平均的な休祭日」を基準に評価が行われている。

また、必要駐車台数の算出方法など、その他の項目

でも「年間の平均的な休祭日」が基準にされている。

しかし、この基準では年間の半分の休祭日において

は、来店車両による周囲への影響が出てしまうとい

うことになる。そのため、行政側はベースとなって

いる評価基準を上げる必要があると考える。 

 

7. 今後の課題 

本研究では、前半で予想来店経路への案内方法の

厳正な審査について、後半で入庫処理能力の評価項

目・基準の見直しについて述べてきた。しかし、入

庫処理能力については駐車券発券機の処理能力と人

通りの影響などを中心に調査し、駐車場内の構造に

ついては詳しく調査できていない。よって、車がス

ムーズに流れるためにはどのような構造にするべき

か、それらを明らかにすることが今後の課題である

といえる。 
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